
チェック５
出荷するお米に赤米が混ざらないためには…

収穫物に赤米を発見したら色彩選別機で取り除きましょう。

未確認の田んぼの収穫物は混ぜないようにしましょう。

雑草イネを田んぼからなくすために

ただし、色彩選別機で取り除い
ても田んぼの中の雑草イネが減
るわけではありません。
田んぼでの徹底防除が基本
です。

-12-

済 済

収穫物

確認済み 確認済み 未確認



チェック６
翌年の稲作はどうすれば…

雑草イネが発生した田んぼの翌年の管理を見直しましょう。
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有効除草剤
と手取り除草
で徹底防除

イネ科除草剤
で徹底防除

雑草イネを田んぼからなくすために
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直播栽培では雑草イネを防除することは困難です。移植栽培を行い、有効な除草体系で
防除します。

雑草イネ防除のための除草剤散布のポイントは主に３つあります。
（１）雑草イネに有効な除草剤を２～３回散布します。
（２）初期剤の散布は早めに行います。
（３）除草剤散布後7～10日をめやすに次の除草剤を散布します。

雑草イネに有効な除草剤は（公財）日本植物調節剤研究協会ホームページに掲載されて
いる技術情報 （ HPへのリンク）で確認できます。

雑草イネに有効な除草剤でも、１葉期を過ぎると効果がありません。雑草イネの出芽始ま
でに使用することが大切です。

雑草イネは水稲移植から30日間もかけてだらだらと発生する場合があります。したがって、
7～10日をめやすに2～3回の除草剤散布が必要です。除草剤散布後は常時湛水を保ち、
除草剤の効果をできるだけ長く維持するように心がけましょう。

除草剤の使用時期、使用量、使用回数については、ラベルをよく確認してください。除草
剤は有効成分ごとに総使用回数が定められていますので、有効成分の使用回数に注意
しましょう。

遅く発生する雑草イネは土中深くから出芽するものが多く、そのような雑草イネに対して
は初期剤や一発処理剤の効果が劣る場合があります。

除草剤による雑草イネ防除のポイント

もうすこし詳しく…
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雑草イネを枯殺できる
時期

出芽始め １葉期

雑草イネ防除のための除草剤処理時期のめやす

10日前 田植え 10日後 20日後

初期剤 初期剤 １回目

初期剤または一発処理剤 ２回目

中期剤 ３回目雑草イネ出芽始めまでに
早め早めの散布

https://viewer.kintoneapp.com/public/31fbbb2ea8d356ea274bc037afee4267cf4a8675ee2dee10824c7b075f404a40#/


注）* 対策項目の★は、特に効果が高く重要な項目
** 目的Ａ～Ｄは以下の通り
Ａ：赤米混入被害の軽減
Ｂ：雑草イネ種子の拡散防止
Ｃ：初発段階での被害拡大防止
Ｄ：今後の対策強化に活用
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